
提

出

者

長

妻

昭

平
成
十
二
年
八
月
八
日
提
出

質

問

第

一

三

号

安
全
保
障
委
員
会
に
お
け
る
�
木
正
孝
・
防
衛
政
務
次
官
の
答
弁
に
関
す
る
質
問
主
意
書

13



安
全
保
障
委
員
会
に
お
け
る
�
木
正
孝
・
防
衛
政
務
次
官
の
答
弁
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
一
二
年
八
月
四
日
の
衆
議
院
安
全
保
障
委
員
会
に
お
い
て
、
�
木
正
孝
・
防
衛
政
務
次
官
は
、
私
の
領
空
侵
犯
機
に
対

す
る
自
衛
隊
の
武
器
使
用
に
関
す
る
次
の
質
問
「
武
器
使
用
が
刑
法
の
正
当
防
衛
（
刑
法
三
六
条
）
、
緊
急
避
難
（
刑
法
三
七

条
）
の
条
文
に
違
反
を
し
て
い
た
。
隊
員
は
罪
を
問
わ
れ
る
の
か
」
に
対
し
次
の
よ
う
に
答
弁
を
し
た
。

「
（
武
器
使
用
は
）
刑
法
三
六
条
の
正
当
防
衛
、
刑
法
三
七
条
緊
急
避
難
を
具
体
的
に
根
拠
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
自
衛

隊
法
そ
の
も
の
の
八
四
条
の
必
要
な
措
置
、
そ
し
て
、
そ
の
内
容
が
国
際
法
上
の
規
範
内
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
罪
を
問

わ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
。

ま
た
私
の
質
問
「
領
空
侵
犯
を
し
た
航
空
機
に
刑
法
上
の
正
当
防
衛
（
刑
法
三
六
条
）
、
緊
急
避
難
（
刑
法
三
七
条
）
に
当

た
ら
な
い
（
武
器
使
用
の
）
命
令
が
下
っ
た
。
そ
の
命
令
を
実
行
し
た
場
合
、
そ
う
し
た
正
当
防
衛
、
緊
急
避
難
に
当
た
ら
な

く
て
も
、
隊
員
は
罪
を
問
わ
れ
な
い
の
か
。
間
違
い
な
い
で
す
ね
。
再
度
確
認
し
ま
す
」
に
対
し
て
�
木
政
務
次
官
は
「
法
律

に
従
っ
て
、
こ
の
必
要
な
措
置
の
範
囲
内
で
は
責
任
は
問
わ
れ
な
い
」
と
答
弁
。
そ
し
て
私
の
質
問
「
そ
の
範
囲
内
と
は
刑
法

で
は
な
く
自
衛
隊
法
八
四
条
の
必
要
な
措
置
の
範
囲
内
と
い
う
こ
と
で
す
ね
」
に
�
木
政
務
次
官
は
「
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
こ

と
で
す
」
と
答
弁
し
た
。

一



こ
の
�
木
政
務
次
官
の
答
弁
は
、
政
府
の
統
一
見
解
と
理
解
し
て
宜
し
い
か
、
質
問
す
る
。

仮
に
こ
の
�
木
政
務
次
官
の
答
弁
が
政
府
の
統
一
見
解
で
は
な
い
場
合
、
政
府
は
、
私
の
前
記
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
に
ど
の
よ

う
に
答
え
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


